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アメリカの続合教育

視覚障害児の続合教育 とは，1回々の盲児や弓弓視児の発達の

ニー ドに応じ 得 る教育 の場を設定し，適切な教育的措置が

可能 なように，それらの教育の場 を組織化する ことてあ る
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盲学校の寄宿舎から近くのハイスクールヘ通学

する盲女生徒。盲導犬を 連れて．．．



川敦百局視虹障害教百 コンサル

タント や拓河主11との密袷な遥

携の もとに ，百学杖か ら遥迫学

校 へ，著通学校から百学校への

視克障害児の転出入学の訂定 ・

指置 に あたっているアムレン 女

史（ プ： リフ ォルニア,,I立 盲各さt:}詮 ）
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盲学校はいまや視宜障害児の竺合

教育のセンタ ー として の茂咤を は

たしつつ ある
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強度弱視 ・難聴にもめげず

この明るい笑顔 ！

— 小学オ又 5年生， 重複嘩害巡色

訳臼 の特別指丙も受げ ながら 一一

高校の リ‘ノ ー ス ・ルーム

ー 点字図書や拡大図書 が

豊富にそろっている 一



オプタ コン （
 
盲人用光学式読書器 ｀ヽノ

百• ど に 印 号」 された文字 を そ のま ま読む こと がてきたら ・・・

こ仇は長 い閉の盲人の要てあった。

えてく れるものが現われて きた。

とこ ろがこの要 をかな

それがオプタ コンてある

， 

，’'い部分が文字の形に浮き出たピン
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そカメラて文字が光学的に読みとられ，

れが電気的信号に切り換えら れて，触読

校（こ針（ピン）文字としてあらわれる



スタンフ ォー ド大学の

リンピ）レ考文多（ オプタ

コン の閂発者 ）の お坪

さん（スタ ンフ ォー ド

大学々生 ，全吉 ）はオ

プタ コン を使 って， 毎

巳，苦通の野問や姪 こぎ、

を硫 み ， また授：文の中

て もオプタコン ビフ）レ

に汚用 している

卓 上計筑機の答え

をただちに読 みと

ることがてきる

L旬 見んな くて もオプタ コ／力 あれ は7
手砥 をタ イプし た

.,,... 

,' 
あ と自分て読 み な

おす ことがてきる

写真と解説

国立特殊教育総合研究所・視覚障害教育研究部長

（兼 ）教育工学研究部長
/ Jヽ 杓P 恭 ム

D
‘、
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理療教育のあるべき姿

芹沢勝助

「三旅だけが盲人の生きる迎」のように考えていた戦前の社会1ft,『からす

ると 、時勢も大きく変ったものだとしみじみ思います。

育学校高等部を終えて、一般大学への珀もひらけ、数多くの視‘j‘L|：名古をも

つ青年諸君が進学し、 勉強しています。まだ、いるいろの不（史や困難はあ り

ますが・・ ・・ • • 。

こう した現状では、盲学校で、生徒の知的能力や才能、適性などを第二義

的に考え、理僚科への進学をしいて勧奨する要もなく 、やがて古い設（盲学

校即理租科）から脱皮することになるでしょう。多くのう『年話れが、自らの

能力と適性にかなった一般大学に進学する ことを心から顧い、期待するひと

りです。

しかし、 また、その知的能力や才能のゆえに、大学への進学が不可能な者

もいることは事実です。どんなに国や公共団体の福祉対策が進んでも 、自力

で自立できるほどしあわせなことはないのです。その、’、’、i、日本では保健マ、ノサ

ージが、視‘j‘邸邸害者の社会自立にとって有ヵな手段となります。こうした人

々のための 「社会自立への迎」は、ぜひ確保しておき→ーいものです。

また、一般大学への逆を求めず、国民保健のにない手として、誇りii:iい治

療師の道を志し、 理療科や理学療法科に進学する者もあーのです。大学へ進

学した諸君が、知的な戦業人として自立するためにはらう 努力も、理旅科を

志した諸君が、医療の分野で、技術者としての役割を果すためにはらう努力

も、道こそ違え、障害者と して誇るにたる姿であると思います。

なぜ、こんなこ とを改めていうかといいますと、盲学校を終えて大学に進

学する若い諸君の中には 「理療科に進学する者」を、白眼視したり 、蔑視し

たりする傾向が必ずしもなかったとはいいきれないからなのです。
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また、J叩旅利に追学する諾（！の心構えにも、 「医旗の一爽をになう」と い

うような冷 りや「1（，，もなく 、没然と「仕方がなし、から。あきらめ」の心境で、

その ［lぐら しの学料を続けている者も多いこと （ま事実です。

今後の盲学校は、こういう学料慈欲に欠けた即僚科一辺倒の教宥の易であ

ってはならないのです。多彩な戦域で、Iが1"]知識と技術を身につけた有為な

l『年諸君を、社会に送り出す局であり 、その一瑛として、数は少く とも、 粘

選され、この迅に徹した臨床‘炭西成のための理療科が実在する とい うことで

1) あり たいと思います。昭和48年度に発足した盲学校高等部の学習 指迎要領

（文部省）は、こうしたJII！念を踏ま えて編成されているのです。

祐j岬部の主体を、従来の狸税利から普通科iこ骰き替え、大学進学への道を

容易1こし、理税利を、専攻科3年課程に移行して、専門戦業コースに緬成巷え

し、同時に高坪部に、保健理療科（マ ッサージ・指圧科）、家政科、音楽科、調

律科等の戦業科を設i代できるようにしたのです。そしていままでの 2年制の

別科を廃止し、すべての生徒に砕校卒の誇 りをもてるように配慮したのです。

専攻科のうち］！l！療科 (3年制）では、前にも述べま したように、東洋医学

の臨床とほんとうに取組み、勉強しようとする者に開く課程とし、 悴害はあ

っても 、つぷより 、筋金入り 、この近の尖兵たらんとする青年諸君の祖成を

期待し、 近い将来、教授陣、施設、設備の規準にかなったものから 「3年制

FI！掠利短大」への移行措置がとれる迫も開かれま した。 （文部省、理療科短

大設置規部による）

将来、福ネ11対策がどんなに進んでも、 「保健理療科」は、自力で自立でき

る迎として大切であり 、 「J11！療科」は、日本の伝統医学をになってきた先人

の業和＇tを継承 し発展させるため、今後も大切な領域であり 、自らの手で、 軽

視したり 、否定したりして、芽をつんでしまってはならないのです。 それは

日本の伝統音楽 （冷IIII、三弦など）が再認識され、時代の脚光をあびつつあ

る中で、 歴史に輝くぺきはずの盲学校での邦楽教育が、細々と 、やっと息づ

いているといった状態。理療教育をそんなふうにしてはならないと思います。

（東京教育大学教授）
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。




